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第三種郵便物認可 ( 7) 
主主4

守一

ロング施用による

ピーマン安定多収の実例

1. はじめに

旭川市は北海道のほぼ中央に位置し，年平均気温6.2

度C，降水量1，029mm，日照2，190時間で，冬期間は-30

度Cを越すこともある厳しい気象となる O 夏は昼夜の温

度差が大きく，カラリとした天候の中で良質で食味の良

い野菜が生産されているO 水田を主体とする地帯ではあ

るが，古くからある野菜も近年は施設を中心として急激

に伸びてきており，北海道野菜の中心的な生産地になっ

ているO 旭川市内での主な野菜は，ホウレンソウ，セノレ

リー，ネギ，アスパラガス等の葉茎菜， ピーマン， トマ

ト，メロシ， ミニトマト，キュウリ等の果菜類，露地

では，夕、、イコン，キャベツ，スィートコーン，タマネ

ギ，カボチャ等が生産され，それらの種類は50種を越

えている。

今後も，水稲と施設野菜を中心とした複合経営が伸

び，それらの販売も道外市場が主力になってくると考

えられるO

2. ピーマン栽培の概要

当地区のピーマンは，ハウス作型を主体に， トンネ

ル作型の 2つのタイプがある〈図 1)。

基幹野菜として近年， ピーマンの作付けが増加して
(注) (1) 高収剣11 は、 .jl:;:EJJI~量8 ，230kg/1 0 a以上の20戸平均値

いる。品種は「あきの」を中心に栽培しており， 1部 (2) 低収知lは、平均JI~量8 ，230kg/10 a以下の20戸平均値
に「エースJ，i京みどり」等も入っている。栽植密度 (3) T氏は、最高収量12，900kg/10 aをあげた|劇場の数値

は1， 400~1 ， 200本/10a程度となっているが，現在，検 3. ピーマンの施肥

討している整枝方法により，変ってくる O 収量は，表1 表2の調査分析によってもわかるように，低収畑と高

のように8トン台と安定しているが，当面の百標として 収畑の化学性の差はほとんどなく，その主な要因は，物

10トン穫りを目指している。昨年までの収量のトップグ

ラスは， 13~14 トンを穫っている。

第1図作型図

北海道旭川地区農業改良普及所

専門普及員村瀬慎治

栽培圃場は，ほとんどが水回転換畑であり，透排水不

表-1 年度別平均収量 良，作土深不良，通気

性不良，地下水位が高

い等の欠点を持ってい
年度 収量(10a) 

S 59 8，920kg 

S 60 8，930kg 

S 61 8，232kg 

るO

栽培日数は，当地区

にある野菜の中では長

く，定植から収穫終了

まで約 210日間程度に
注)外品は除く

なる。

表-2 収量別土壌化学分析値
(11日6l.12.旭川農改土壌診断室)

lx pH EC 有効態 置換 t!:塩基 :!i最比

(H2U) ( ~リモー) 燐階(mg)Cau (mg) I MgO(mg) I K20(mg) Ca制~ Mg/K 

基準値 6.0-6.5 0.7以f15-30 180-450 25-45 15-30 4-8 2以|二

高収畑 5.80 0.33 92.0 459.5 77.5 59.6 4.4 4.4 

低収畑 5.65 0.37 122.5 492.5 75.9 75.2 4.9 3.8 

T 氏 5.40 0.31 33.0 335.0 51.0 34.0 4.7 3.5 

理性の差によるところが大きし、。上記にあげた水回転換

畑の4つの欠点について充分な改善策を実施することが

重要なポイントと云える。具体的な

方法としては，明きょ，暗きょ，心
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11
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用，排水溝整備等がある O しかし，

それらの改善策を実施しでも減収す

る場合があるが，その原因のーっと

して，生育途中における「肥料切

れ」がある O 図2の収量曲線のよう

に毎年7月に第1回目の大きな収穫

収穫

トンネル
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ピーグがくるが，その直後に「肥料切れ」が重ると，そ

の後の樹勢が極端に低下し，著しい減収となる場合がよ

第2図 ハウスピーマン旬別収量割合
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化，③生育の安定化(生育の:過不足が少なくなった。〉

④収量の安定化(個別の収量差や年次別の収量差が少な

くなった。〉等の効果があり，年

々ロングの使用;農家が増加してい

る。しかし，図2のピーマン旬別

収量割合のグラフでもわかるよう

に，時期的に収量変動が大きく，

生育量も違う。樹勢の変化も大き

く，毎年，一時的に落花が発生し

たり，生育が停滞する場合もあ

るO ロング施用により，一定量，

継続的な肥効を期待することはで

S60 きるが，生育のポイント時には，
S 61 
やはり，数回の追肥は必要と思わ

れる。致命的な肥料切れや極端な

樹勢低下を防止することができる

ロングは，地力チッソ的な考え方の中で使用し，その事

で収量の高位平準化を達成することができた。

4. 今後の課題

生育量の推移，収量の旬lj!l割合，地温の組み合わせ割

合や量を検討し，より，生育に合わせたロングの使い方

を確立したし、。そのことにより，数回の追肥作業をなく

しても，生育及び収量推移に合わせた施肥管理を行える

ようになり，より収量の安定，多収を達成することがで

きる O

当地区におけるピーマンの作付は年々増加傾向にあ

り， 10トン穫りの達成とその安定，省力化，品質の向上

等が当面の課題であり，その解決により一戸当たりの栽

培面積を拡大できる O それらの解決方法のーっとして

「ロング」の施用法確立が急がれる。

表-4 口ンゲ施用の施肥基準

6 6 6 7 7 7 8 8 8 9 9 9 10 10 10 11 
上中下!二中下上中下上中下上中下上

表-3 従来までの施肥基準
(10a) 

¥ 資材名 施 用 i1Z1主L 

土 堆 fl巴 4-6トン

壌
発酵鶏糞 200-300kg 
苦土炭カル

}土壌分析他による改
苦土重焼燐

具 F T E 4kg 

基
S 15 号 140kg 
N S 262 70kg 

日目
成分量 15.4-18.2-15.4 

追
N S 604 70kg 
N S 248 70kg 

JJr.! 
成分量 25.2-9.8-15.4 

合計成分量 40.6-28.0 -30.8 

iU 11日!の追)j巴N量は 3-4 kgとする。

(lOa) 

~ 資材名 !抱 fIJ 量

堆 !j巴 4-6トン

壌
発醇鶏糞 200-300kg 

I久
~~I: -1..炭カノレ

)土壌分析値による
ifj上i1iJYt燐

良 F T E 4kg 

基
S 15 月・ 100kg 
N S 262 70kg 

JJ巴
成分量 13.4-16.2-13.4 

ロング 140 80kg 
追 ロング 180 120kg 

)j巴
N S 248 ~t:育により

成分量 28.0 -24.0-28.。
合計成分量 41.4-40.2-41.4 

くある。生育が長期になるため基肥だけでは無理なので

追肥が必ず必要となるが，その時期の判定が難しく，遅

すぎたり，施用量が少なすぎ、たり，逆に多すぎたり，

又，追肥作業も重労働となっていた。

一度， r肥料切れ」になるとその後の樹勢回復までに
相当な日数がかかり，結局，大きな減収になるO 地力向

上のための方法を行-いながら表3のような施肥を行って

きた。全チッソ量の約60%は追肥として施用するが前記

のような問題があった。さらに施肥位置がベット表面や

肩等が中心になり，根のある位置に施肥できなかった

り，液肥による追肥でも，施用ムラが起きる等の問題も

あったd

ロングの基肥時施用方式を表4の基準で行うことによ 注)ロングはおI~施川H寺に施用する追)j巴の NS248は、生育状況
り，①生育途中の肥料切れの防止，②追肥労力の省力 に応じて施IIJする。


